
総務省副大臣として熊本地震に全力

　

総
務
省
は
86
兆
円
の
地
方
財
政
計
画
を
立
て
、47
都
道
府

県
１
７
４
１
市
町
村
を
支
え
る
地
方
行
政
を
は
じ
め
、
消

防
、選
挙
制
度
、統
計
、行
政
管
理
、政
策
評
価
、放
送
行
政
、

通
信
、郵
政
事
業
な
ど
を
所
管
す
る
内
政
の
要
の
省
で
す
。

　

土
屋
正
忠
副
大
臣
は
、
熊
本
地
震
が
発
災
す
る
と
、
総
務

省
非
常
災
害
対
策
本
部
長
代
理
と
し
て
、高
市
大
臣
を
支
え

救
助
・
救
援
、復
旧
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
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衆
議
院
議
員

　

北
朝
鮮
は
今
年
1
月
６
日
に
水
爆
と
称
す
る
強
化
原
爆
の
実
験
を
し
、

本
年
2
月
7
日
に
は
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
っ
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
で
き
る〝
核
〞の
小
型
化
は
完
成
し
て
な

い
と
い
う
専
門
家
の
見
方
だ
が
、日
本
に
と
っ
て
は
安
全
保
障
上
極
め
て
憂

慮
す
べ
き
事
態
だ
。拉
致
問
題
も
含

め
て
、日
・
米
・
韓
で
連
携
し
厳
し
い

制
裁
措
置
を
取
る
べ
き
だ
。

　

昨
年
、古
屋
圭
司
・
自
民
党
拉
致
対

策
本
部
長
の
下
、私
が
事
務
局
長
と
し

て
十
数
項
目
の
制
裁
案
を
ま
と
め
、

６
月
に
安
倍
総
理
に
申
し
入
れ
た
。

　

政
府
は
こ
の
申
し
入
れ
の
項
目
を

中
心
に
、
２
月
19
日
北
朝
鮮
制
裁
を

閣
議
決
定
し
た
。

　

３
月
３
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
、
中
国
ロ
シ
ア
を
含
む
全
会
一致

で
北
朝
鮮
の
核
開
発
阻
止
の
制
裁
決

議
を
行
っ
た
。ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の

移
動
の
全
面
禁
止
に
近
い
内
容
だ
。北

朝
鮮
の
輸
出
入
の
90
%
は
中
国
な
の

で
、
中
国
が
賛
成
し
た
意
味
は
大
き

い
、
決
議
が
ど
こ
ま
で
実
施
さ
れ
る
か

注
目
さ
れ
る
。

　
２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

世
界
中
か
ら
車
椅
子
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

と
応
援
団
が
来
日
す
る
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
基
づ
い
て
様
々
な
都
市
改
造
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
車
椅
子

ト
イ
レ
の
整
備
だ
。

　

昨
年
暮
、
車
椅
子
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
か

ら
意
見
を
聞
い
た
と
き
、
車
椅
子
ト
イ
レ
の

重
要
性
に
気
付
い
た
。自
民
党
に
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
今
年
２
月
に
提
言
を
ま

と
め
、遠
藤
利
明
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣

な
ど
に
提
言
し
た
。

　

新
設
の
競
技
場
等
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

協
会（
I
O
C
）や
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会（
I
P
C
）の
基
準
で
つ
く
る
が
、既
存

の
ホ
テ
ル
、
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
等
の
改

造
に
は
時
間
が
か
か
る
。今
か
ら
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
。間
に
合
う
か
。

　

我
々
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
提
言
を
受
け

て
、
内
閣
府
の
中
に
2
月
22
日
対
策
チ
ー

ム
が
発
足
を
し
た
。

北
朝
鮮
の
核
開
発
を
阻
止
・
国
連
決
議

２
０
２
０
年
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

車
椅
子
ト
イ
レ
整
備
は
間
に
合
う
か

北朝鮮制裁決議を官邸で申し入れ

遠藤利明東京オリンピック・パラリンピック担当大臣に申し入れ

４
月
14
日
21
時
26
分
、震
度
７
の
熊
本
地
震
発
災

総務省の熊本地震対策
①緊急消防援助隊を５００隊２０００人派遣
②全国自治体から職員応援派遣、１４００人
③破損した放送や通信等基盤設備を修復
改善
④地方交付税９５５億円を前倒し交付、宝く
じ収益金１００億円を配分、財政支援を続
ける
⑤住民税や固定資産税等地方税の減免及
び補填
⑥特定非常災害特別措置法を発動、行政上
の期限延長、破産宣告の特例、相続の期
間延長等
⑦臨時行政相談所を開設、混乱する市民の
拠り所となる

１４日午後１０時３０分総務省危機管理センターに駆けつけ、
佐々木消防庁長官と全国の緊急消防援助隊の派遣について協議
救助、救命を最優先

救助、救援から復旧、復興へ何が必要か。
西原村、益城町、熊本市など激震地を視察。
市町村長から要望を受ける。

現地対策本部に前熊本県副知事の総務省審議官を緊急派遣、
混乱する市区町村との調整を指示

東京都をはじめ全国の都道府県や市町村から
現地被災市町村へ応援職員を派遣要請、最大１４００名に

①
14
日
午
後
10
時
30
分
、
総
務
省
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
つ
け
、佐
々
木
消
防
庁
長

官
と
全
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
に
つ

い
て
協
議
。救
助
、救
命
を
最
優
先
。

②
東
京
都
を
は
じ
め
全
国
の
都
道
府
県
や

市
町
村
か
ら
現
地
被
災
市
町
村
へ
応
援
職

員
を
派
遣
要
請
、最
大
１
４
０
０
名
に
。

③
救
助
、
救
援
か
ら
復
旧
、
復
興
へ
何
が
必

要
か
。西
原
村
、
益
城
町
、
熊
本
市
な
ど
激

震
地
を
視
察
。市
町
村
長
か
ら
要
望
を
受

け
る
。


